
鳥獣被害対策に水土里情報を活用した事例について紹介します。 

水土里ネットかながわ、神奈川県、南足柄市 

水土里情報活用ニューズ・レター 
第３５号 

（１／２） 

今回紹介する団体： 

内容：県西部に多い鳥獣被害の調査と対策の検討に当たり、水土里情報システム・ 

    GPSモバイルを利用し、継続的な取組を開始。 

 

経緯：①南足柄市など県西部では、サル、イノシシ、シカ等による農作物の被害が 

      多発。 

     ②鳥獣被害は広域にまたがるケースが多いため、神奈川県県西地域県政総 

      合センターが主導し、平成２４年度に広域的・効果的な対策の検討を開始。 

    ③現在、水土里情報システムに入力された鳥獣被害のデータを関係機関が 

      共有し、GPSモバイルも活用しながら、現場での調査と対策の検討が行 

      われているところ。 
  

取組概要 

現地調査 



期待される効果 

 

  

今後の活用予定 

■お問い合せ先 

神奈川県土地改良事業団体連合会  業務部  事業課      046-231-3242 

農林水産省農村振興局整備部設計課計画調整室（横田、溝添）  03-6744-2212（直通）          

神奈川県県西地域県政総合センター地域農政推進課                0465-32-8000 

 鳥獣被害対策の広域的かつ効果的な取組を進めるため、システムを利用した
より広域的な状況の把握・共有・検討と試験研究機関への情報提供等に活用す
る予定。 

① 加害鳥獣や被害作物の種類、位置、面積、周辺状況等を 継続的に把握す 

  ることにより、 広域的な対策の検討が可能。 

② 関係機関が被害情報を共有し、各種対策案を総合的に調整することにより、 

  効果的な取組が可能。 

『被害状況調査に基づく対策』（一案） 


